
第１５号(通巻第７６４号) 長崎大学教育学部附属中学校

令和７年７月１４日(月) 発行者 校長 刈山 弘全

７月１２日（土）に､附中オープンスクールを開催し､２４０
名を超える小学６年生とその保護者が本校を訪れました。
全体会では、３年生による「大地讃頌」の披露や生徒会企画

部による学校紹介を行いました。参加した小学生たちは、身を
乗り出して附中生の姿を見つめていました。
その後は、授業体験とＱ＆Ａコーナーを実施しました。未来

の後輩たちの前で、先輩としての優しさやさわやかさを発揮す
る皆さんの姿が、たいへん頼もしかったです。また、会場撤去
や案内・誘導等の役割を担った皆さんも、てきぱきと臨機応変
に行動して、円滑な進行に貢献しました。
暑さの中でも笑顔で活動する姿がたいへ
ん立派でした。
参会者の皆さんからは、「楽しい授業で

した。」「来てよかったです。」との声が聞
かれました。
皆さん一人一人の温かい言動で、附中

生への憧れを抱いていただけたようです。

７月４日（金）に、長崎県算数・数学教育研究大会が長崎市を
会場として開催され、県内各地から３８０名超の小・中・高等学
校教員が参加されました。本校は、午後からの中学校会場校の一
つとなり、１年３組の「データの分析と活用」の授業を公開しま
した。県内の約５０人の数学の先生方が参観される中、生徒たち
は、気象庁等のデータを活用しながら、「長崎市は２０年前と比
べてどれくらい暑くなっているのか」という疑問について、様々
な角度から検討し、考えを深めました。一人一台端末を駆使して、

次々とデータを処理し、傾向を読み解いたり、自分の考えに自信をもって堂々と意見を述べたりす
る姿に、参観の先生方が感心され、たくさんのお褒めの言葉をいただきました。
１、２、４組については、別の日時に同じ内容の授業を行いました。そこでも、学びの意欲に満

ち、統計的な問題解決の手順をしっかりと身につけ、データ処理のツールを自在に活用し、様々な
視点から数学的に探究する姿が見られました。この３か月間の１年生の成長をうれしく思います。

１（金）原爆殉難教え子と教師の慰霊式 ８月９日（土）
３（日）長崎県吹奏楽コンクール県大会 ９：２０～ ９：４５ 朝の会
９（土）ながさき平和の日 １０：００～１１：２０ 平和集会（オンライン）

１０（日）学校閉庁日（～１９日）
・平和に関する絵本や紙芝居の読み聞かせ（推進委員）

２５（月）夏季休業終了
・平和学習を経て考えたことの発表（各学年）

２６（火）前期実力考査
・平和宣言文唱和（推進委員）

２７（水）３年職場体験学習（～２９日）
・平和宣言文についての解説
・被爆８０周年長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典視聴

１１：２０～１１：３５ 振り返り

（裏面へ続く）

オープンスクールを開催しました

数学科授業での立派な姿

８月の行事 ながさき平和の日の日程



第２８回ヨネックス杯争奪長崎市総合選手権大会
（７月６日 ﾍﾞﾈｯｸｽ総合運動公園かきどまり庭球場）

一般男子Ｃ 優勝 岩崎葉瞬 鶴田晴斗 ペア

第８０回九州合唱コンクール長崎県大会 （７月１３日 長崎市民会館文化ホール）
金賞（９月に開催される九州大会へ出場）

坂口夏菜 福地龍雅 池田楓花 浦馬場ちひろ 益富 秋 赤澤想花 澤㔟はな
谷井里帆 塚本実花 増村心晴 北﨑秋奈 御所優菜 堂尾莉愛 扇 琉莉 林田栞奈

おめでとう


